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【緒言】 

近年、スポーツビジネスが急速に成長し、注目を集める

ようになってきた中で、わが国で５３年前に放送を始めた

テレビは、常にスポーツを取り上げ、プロ野球やプロレス

のブームを呼び、一時代を築き上げた。最近ではそのプロ

野球が不調にあえいでいるが、Ｊリーグの誕生や日本人選

手のメジャー移籍、また様々な種目の台頭など、スポーツ

界は更なる盛り上がりを見せ、メディアもそれに伴い、多

様化の傾向をたどりながら、スポーツを大きなコンテンツ

のひとつとして、拡大し続けているように見える。本研究

は、国内放送業界で唯一の公共放送であるＮＨＫのスポー

ツ放送の現状について調査し、国民に対して説明責任があ

り中立でいなければならない同社が、いかにスポーツを捉

え、放送しているのかを明らかにするものである。 

【研究方法】 

公共放送のスポーツ放送について調べるため、ＮＨＫの

方に２度の面接調査を行い、データ依頼、放送・編成基準

などのお話を伺うと同時に、スポーツ放送時間の年間推移

を調べる。年代ごとの時代背景として、その年起きたスポ

ーツ界のイベントやニュース、ＮＨＫの動向などを、年表

形式で対比する。 

【調査結果】 

 ＮＨＫの社内資料より、過去１０年分のテレビ５波にラ

ジオ第１を加えた６波におけるスポーツ総放送時間のデ

ータをいただく事ができた。このデータをもとにＮＨＫ年

鑑などの文献からＮＨＫ６波における年間総放送時間を

算出し、スポーツ放送率を割り出し、それぞれをグラフに

表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

ＮＨＫのスポーツ放送時間は、全放送における 10 パー

セント強であることがわかった。放送試合数には偏りがあ

るものの、種目数は 30 を超え、競技スポーツをほぼ網羅

していると言える。メガイベントによってスポーツの注目

度が高まると考え、その年にはスポーツ中継が多く組まれ

ていることがわかった。逆に、現段階でメガスポーツイベ

ントである３つが無い年が４年に１度現れ、筆者は「穴の

年」と表現したのだが、この年にはこの 10 年間を見ても

大きく落ち込んでいた。来年度 2007 年度も穴の年となる

ので、スポーツ放送時間、放送率の落ち込みが予想される。

というように、メガスポーツイベントの開催が、その年の

スポーツの盛り上がりの指針の一つになっていることは

間違いないだろう。さらに、自国開催がきっかけでその後

の同イベントの注目度が上がると考えられていることも

わかった。 

【結論】 

最近のスポーツ中継についての流れでは、ＮＨＫがコン

テンツを掘り起こし、育てたものを、民放が注目し取り上

げ、更に拡大させていくという流れが増えている。民放が

参入すると放映権料が高騰してしまい、ＮＨＫは手放さざ

るを得なくなる状況も少なくない。メガスポーツイベント

に対してはＮＨＫと日本民間放送連盟との間に立ち上が

ったジャパンコンソーシアム（ＪＣ）によって権料の急激

な高騰に歯止めをかけたが、ＮＨＫが公共放送として、国

民のニーズに応えるスポーツ放送を行うには、高騰する放

映権料の問題解決が、今後必要不可欠な要因であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

図１　スポーツ総放送時間と放送率の年推移
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